
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市立大和中学校 

学校だより 

令和５年１月号 

〒242-0018 

大和市深見西 7-5-1 

TEL：046-261-0892 

１月１０日発行 

新年、あけましておめでとうございます。 

今年も本校の生徒が心身の健康を保ち、有意義

な学校生活を送るように教職員一同努めてま

いります。１年間、よろしくお願いします。 

 さて、昨今では、早送りでＤＶＤや講義を視

聴するなどスピードを重視する傾向が見られ

る一方で、2015 年国連サミットで採択された持

続可能な開発目標ＳＤＧｓをもとにした社会

の変化や、2021 年度から導入された新しい学習

指導要領（中学校）など、ゆっくりと浸透して

いくものもあるように感じます。 

社会の変化では、東京オリンピック・パラリ

ンピックのときに多様性と調和を強く感じま

した。昨年の紅白歌合戦では、紅白どちらが勝

つかではなくみんなで楽しむ傾向が感じられ

たのも、そんな背景があるのかもしれません。 

 学習指導要領では、今年の４月から３年目に

入ります。社会の変化に対応し、生き抜くため

に必要な資質・能力を備えた子どもたちを育む

ため、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力

等」「学びに向かう力、人間性など」の 3 つの柱

から構成されています。 

 これらを含め、私自身が感じることは、価値

観の多様化（性）や当たり前が当たり前でない

（これまでの常識は非常識になる可能性があ

る：特にコロナ禍の経験）という点です。 

 子どもたちにとっては学習に向かう力も大

切ですが、それだけでは測れない一人ひとりが

持っている能力が生かされていく場面も出て

くると感じています。私たち大人も、時代に取

り残されないように、常に情報を取得しながら

継続的に学ぶ必要性を感じます。 

 右側の文章は、ドロシー・ロー・ノルト博士

の「子どもが育つ魔法の言葉」です。 

毎年１月号に載せています。 

ドロシー・ロー・ノルト博士 

「子どもが育つ魔法の言葉」より 

 

 

≪子どもはみんな、違うんだ≫ 

 

覚えておこう  

子どもは、成長の設計図を持っている 

子どもは、その子の速さで伸びる 

子どもは、その子の時間で育つ 

子どもは、その子の図案で実る 

子どもは、その子の歩はばで学ぶ 

子どもは、その子の資質で生きる 

子どもは、その子の頭で考える 

子どもは、その子自身の人生の役割を果たす 

 

 

子どもはみんな違うんだ  

子どもを励まそう 

自分を大事にするように 

人との違いを生かすように 

全力でぶつかるように 

よい実を結ぶように 

愛の心を感じるように 

この世の違いを認められるように 

命を敬うように 

 

 

忘れないでほしい 

その子は、この世にたった一人しかいないのだ 

子どもは違う 

一人ひとり、みんな違う 

そんな子どもがいるから 

この世にすばらしい 

違いがうまれる  

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いのちの授業」実践発表 

【 今後の主な予定 】 （R5.1.10 現在） 

３学期始業式 
給食開始、１．２年生：課題テスト 
１～３年生：教育相談 
コミコミスクール 
新入生見学会（小６） 
新入生保護者説明会 
１年生：授業参観・保護者会 
２年生：授業参観・保護者会 
９組：卒業生激励会（シリウス） 
２年生：食育授業（栄養教諭） 
９組：三者面談 
公立高校入試（15 筆記、16.17 面接等） 
学年末試験（20：数技家理、21：国音英、22：美社保体） 

1 月 
1 月 
1 月 
1 月 
1 月 
1 月 
1 月 
2 月 
2 月 
2 月 
2 月 
2 月 
2 月 

（火） 
（水） 
（木~木） 
（火~木） 
（木） 
（木） 
（金） 
（金） 
（水） 
（水~金） 
（月~金） 
（水~金） 
（月~水） 

10 日 
11 日 

12~19 日 
17~19 日 

19 日 
26 日 
27 日 

3 日 
8 日 

8~10 日 
13~17 日 
15~17 日 
20~22 日 

卒業式は 3月 8日（水）です。 

参加形態はコロナ感染状況により 

検討します。 

令和 4 年 12 月 20 日、黒岩県知事をはじめ、県の教育長など 

多くの教育関係者が集まる中、神奈川県庁大会議場で、第１０回 

「いのちの授業」大賞の表彰式が開催されました。 

 大和中学校は、神奈川県の中学校 475 校の代表として、前会長の小林君、前副会長の大槻さ

ん、佐藤宏則先生が発表をしました。（翌日の神奈川新聞にも写真入りで紹介されました。） 

生徒が考えた全校テーマから、伸樹祭や運動会、各学年の取り組み、吉井奈々さんや木村敬一

さんの講演など盛りだくさんの内容と、生徒が中心となり色々なことに挑戦し、大きな成果を上

げていることをプレゼンしてきました。発表の途中に拍手が起こるなど、多くの方々から評価を

されました。保護者のみなさまや先生の励まし、勇気づけ、後方支援もありますが、これこそ、

大和中学校の生徒みんなの力ではないでしょうか。 


